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且諾う過去9隼間における輝癌手術症例の検討
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纏和5鯛ご-後月より昭和63年3月朱までの9年間の,至当

草湘こおける済痛手衡症鮎温情例で,切除例22榔 切除率
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鰐尾側切除6例であるォ

術後生存期間はや切除例では軍縮死浸例で厳凝塊隼7
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切除例の綴繊学的分類では,管状腺癌及後例,乳頭腺癌

且例,嚢胞腺癌望例年腺房畢上皮癌語例,島細胞癌1例チ

併存癌且例である巾

今後の当書院の深壕として,血管外科からのアプロ,--q-チ

と苧鰐癌学期発髪邑法の確立をあげ東こも､金
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昭和嶺9年当院に救急部門が開設されてかど｡の絶息3年間
に経験した肝外傷症例70例に.ついて検討したか肝外藤の
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より診断を得ているが予覚綱 の肝機能換登で媒yr,仁還主管
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た症例も肝外海例とした,

例が手術例で5例死亡(救命率78%)で下関例中弱3例が

数存L救命率崩7%であった.手術 式々は外教の樺度をこよっ

て症例ごとをこ殿なるが声拡充右薬切除通例サ右葉切除望

例き左薬切除ま例き縫合止血9鰍 肝動脈結紫4例,そ

の他6例であった,

手術例の班血巌は3万ccを越えた且例を除くとず

くぼ保存的治療で救命できるが,画像診断を駆使し適確

なる診断のもとでの治療が濃蘭でき開腹を必要とする場

合は,受像後3時間以内がゴーールデソタイムであった.

且5)高や者急性腹症の手術成績と

､

窯琵琶賢怠;宗莞 孟讐∈燕労災病院鮒 j

過去6隼間をこ-争鮒二親沃土の高齢者急性腹症器例をこ緊急
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緒斯手術,望5例とぶた瞭検討した殿で緒嘗kLた鞍緊急事約
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禎例を窓榔産脇等の原疾患で失い,護冒例(78.2%1i邦33

擾退院Lた･----煮終期例はヤ望語例明哲例が悪性腰場であっ

た.全例耐縮したが晋望例が腫疲死しゃ回復退院は諾3例
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較すると声的複葉打を:磯東を牽L漂こ症例は,緊急例温習鰍

樽期例7例1集中治療時間は,緊急頗凱平均讃95時間,
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院治療費予緊急例且6.8万魚 種凱例且3.8万蔦であ一一〕た◆

退院後の生活程度をあると,閲上したのは,緊急例7例

棚タ6)字種新例9例 (39%上不変が,緊急例9例 (53
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且齢 当院における末期癌患者をこ封する
柊稀対策U)変遷

清水 朗 孝帝大柑 康夫附楽閲病院夕潮)佐藤 攻

当院でG7)末期癌患者に対する療痛対策をこぼ日頃よ軌tj

を痛めてい梁二.細腰はあくまで転意識は可能な限り明瞭

で9滴晶の無い状態をつくることであった,昭灘52年点

ソプトンカクテルを主にァ麻薬03筋注や神経プロ､]タを,

昭郵閏年よりは塩ヒモ座薬を遥三に予昭和58年よりは麻薬

の拍続的廉滴静注を主に使用Lてきたやプロンプトンカ

タテノ吊濃噛姓を来す例が多く亨蜜た強度の僚櫨に傾きサ

消化器癌の患者では使用不能をこ/なることが多かつた.塩

モ吐座薬は外来で使用する紅は誠に健利で今だをこ使用L

ているが,虻門の過敏な餌こぼ座薬がすく鶴出てLまい

持続的使用が不頭J綾なことがあった｡その点,現在主に

使用している麻薬U)持続点滴療法の効果は今窯でに摘望

例健頗したが良好で,.薬剤の量の加減も容易で河よりも

痛み止めを使用されている実感が患者に.なく,現時点で

は最良な癌性蜂痛対策と考えている.


